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さ
ん
さ
ん
く
ら
ぶ
作
品
展
示
会
　

　
　
手
芸
の
部
　
連
合
会
会
長
賞

第
56
回
さ
ん
さ
ん
く
ら
ぶ
宮

崎
作
品
展
示
会
手
芸
の
部
に
お

い
て
、
甲
斐
チ
エ
子
さ
ん(

下
川

登)

の
作
品
が
、
公
益
財
団
法
人

宮
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会(

松

浦
博
則
会
長)

の
会
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
甲
斐
さ
ん
は
、
２
年
程
前
に

公
民
館
講
座
で
習
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
作
品
づ
く

り
を
始
め
ま
し
た
。
今
回
、
町

老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
へ
出
品
し

た
と
こ
ろ
作
品
の
素
晴
ら
し
さ

か
ら
県
作
品
展
へ
出
品
と
な
り
、

「
と
て
も
う
れ
し
い
。
目
が
悪
い

こ
と
も
あ
っ
て
１
カ
月
半
程
か

か
っ
た
が
、
う
ま
く
作
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
受
賞
の
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。

宮
崎
県
公
民
館
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
功
労
者
表
彰

積
極
的
な
公
民
館
活
動
へ
の

功
績
に
対
し
て
、
県
公
民
館
連

合
会(

佐
藤
貢
会
長)

よ
り
功
労
者

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

◆
押
方
良
和
さ
ん(

下
押
方)

　
平
成
22
年
に
館
長
就
任
。
押

方
地
区
公
連
会
長
や
町
公
連
副

会
長
と
し
て
活
躍
。

◆
喜
田
鉞
子
さ
ん(

町
区)

　
平
成
13
年
か
ら
公
民
館
女
性

部
長
に
就
任
。
町
女
連
会
長
と

し
て
活
躍
。

◆
富
髙
康
雄
さ
ん(

上
永
の
内)

　
平
成
26
年
に
館
長
就
任
。
岩

戸
地
区
公
連
会
長
や
町
公
連
会

長
と
し
て
活
躍
。

え
つ
こ

◆
　
平

部
長
に
就
任
。
町
女
連
会
長
と

し
て
活
躍
。

部
長
に
就
任
。
町
女
連
会
長
と

し
て
活
躍
。

　
平

方
地
区
公
連
会
長
や
町
公
連
副

会
長
と
し
て
活
躍
。

◆
喜
田
鉞
子
さ
ん

　
平

部
長
に
就
任
。
町
女
連
会
長
と

方
地
区
公
連
会
長
や
町
公
連
副

会
長
と
し
て
活
躍
。

◆
喜
田
鉞
子
さ
ん

　
平

部
長
に
就
任
。
町
女
連
会
長
と

◆
喜
田
鉞
子
さ
ん

　
平

部
長
に
就
任
。
町
女
連
会
長
と

方
地
区
公
連
会
長
や
町
公
連
副

方
地
区
公
連
会
長
や
町
公
連
副

会
長
と
し
て
活
躍
。

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

◆
押
方
良
和
さ
ん

　
平

方
地
区
公
連
会
長
や
町
公
連
副

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

◆
押
方
良
和
さ
ん

　
平

方
地
区
公
連
会
長
や
町
公
連
副

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

◆
押
方
良
和
さ
ん

宮
崎
県
公
民
館
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
功
労
者
表
彰

積
極
的
な

功
績
に
対
し
て
、
県
公
民
館
連

合
会
功
績
に
対
し
て
、
県
公
民
館
連

合
会
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
功
労
者
表
彰

功
績
に
対
し
て
、
県
公
民
館
連

合
会

４
月
18
日
、
町
観
光
協
会（
竹
尾

通
洋
会
長)

は
、
大
型
連
休
を
前
に
、

高
千
穂
峡
の「
お
の
こ
ろ
池｣

横
に
お

い
て
、
観
光
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま

し
た
。
式
典
で
は
、
代
表
者
に
よ
る

玉
串
奉
納
の
後
、
竹
尾
会
長
と
甲
斐

町
長
が
、
池
へ
献
酒
し
ま
し
た
。

　
竹
尾
会
長
は「
昨
年
の
台
風
災
害

で
は
、
県
を
始
め
と
す
る
関
係
者
の

早
急
な
対
応
や
尽
力
に
感
謝
。
改
め

て
水
の
怖
さ
や
大
切
さ
を
認
識
し

た
。
今
年
は
災
害
の
な
い
年
に
な
れ

ば｣

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

安心安全な観光地として
高千穂峡観光安全祈願祭が開催

り
い
な

４
月
27
日
、
自
然
休
養
村
管
理
セ

ン
タ
ー
で
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団(

佐

藤
幸
男
本
部
長)

の
結
団
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
６
種
目
12
団
体
の
団
員

と
指
導
者
、
育
成
会
ら
が
参
加
。

　
認
定
証
と
団
旗
の
リ
ボ
ン
授
与
が

行
わ
れ
、
団
員
を
代
表
し
て
、
押
方

ウ
イ
ン
グ
ス(

バ
レ
ー
ボ
ー
ル)

の
押

方
莉
依
奈
さ
ん
が
誓
い
の
こ
と
ば
を

述
べ
、
指
導
者
代
表
ス
ピ
リ
ッ
ツ
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
甲
斐
末
喜
さ
ん
が
指

導
者
宣
誓
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

４年ぶりに開催
第32回町スポーツ少年団結団式

４
月
16
日
、
高
千
穂
神
社(

後
藤

俊
彦
宮
司)

で
、
春
季
例
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
神
社
で
の
神
事
の
後
、
今
年
は
、

よ
う
や
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

落
ち
着
き
を
み
せ
た
こ
と
か
ら
、
４

年
ぶ
り
に
御
神
幸
に
よ
る「
浜
下
り｣

が
行
わ
れ
、
高
千
穂
峡
の「
お
の
こ

ろ
池｣

に
て
身
を
清
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
神
社
へ
戻
る
と
余
興
隊
と

と
も
に
町
中
心
部
を
通
り
、
天
真
名

井
ま
で
の
道
の
り
を
往
復
。
沿
道
の

見
物
客
を
に
ぎ
わ
し
ま
し
た
。

4年ぶりの御神幸
高千穂神社春季例祭を斎行

4
月
15
日
、
天
岩
戸
橋
側
道
橋
の

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
天
岩
戸
橋
の
路
側

帯
が
狭
く
、
歩
行
者
の
安
全
な
ど
に

心
配
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
歩
行
者
用
と
し
て
2
0
1
7
年

よ
り
着
工
し
こ
の
度
完
成
し
ま
し
た
。

三
代
夫
婦
の
渡
り
初
め
を
終
え
た

戸
髙
裕一郎
さ
ん
は「
技
術
の
素
晴
ら

し
さ
に
感
動
。
子
ど
も
た
ち
の
安
心
の

た
め
に
も
完
成
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
。こ
れ
か
ら
観
光
客
が
増
え
、
地
域

が
活
性
化
す
れ
ば｣

と
話
し
ま
し
た
。

安心とまちのにぎわいへ
天岩戸橋側道橋が完成

担い手不足の解消へ
高千穂ファーマーズスクール入講式

4
月
11
日
、役
場
大
会
議
室
に
て
、

高
千
穂
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
の

第
二
期
生
と
し
て
、
池
田
裕
希
さ
ん

(

三
田
井)

と
ア
メ
リ
カ
出
身
の
フ
ァ

リ
ー・
タ
イ
ラ
ー・
デ
ィ
ク
ソ
ン
さ
ん

(

三
田
井)

に
研
修
承
認
証
書
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
池
田
さ
ん
は
、
ス
ー

パ
ー
勤
務
後
、
野
菜
作
り
へ
の
興
味

か
ら
き
ん
か
ん
農
家
で
。
フ
ァ
リ
ー

さ
ん
は
、
高
千
穂
高
校
の
外
国
語
指

導
助
手
の
後
、
町
へ
移
住
。
農
業
へ

の
興
味
か
ら
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
農
家

で
栽
培
経
営
等
を
学
び
ま
す
。

ゆ
う
き

3
月
23
日
、
九
州
中
央
自
動
車
道

西
臼
杵
利
用
建
設
促
進
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
と
西
臼
杵
三
町
の
道
づ
く
り

を
考
え
る
女
性
の
会
が
、
国
土
交
通

省
九
州
地
方
整
備
局
の
藤
巻
浩
之
局

長
に
対
し
、
九
州
中
央
道
の
整
備
促

進（
宮
崎
県
側)
に
つ
い
て
、
合
同
提

言
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
未
事
業
化
区
間
で
あ
る
平
底
〜
蔵

田
間
の
計
画
段
階
評
価
の
早
期
着
手

や
蘇
陽
〜
五
ヶ
瀬
〜
高
千
穂
〜
雲
海

橋
間
の
目
に
見
え
る
形
で
の
整
備
促

進
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

九州中央道の早期着手・完成に向けて要望
九州地方整備局へ合同提言活動

たかちほっとニュースたかちホッとニュース


